
印度洋マグロ延縄漁業試験

高　　橋　　　　　惇

昭和55年茨城県漁業公社の設立とともに遠洋マグロ漁業指導船茨城丸が恕造されて以来印度洋及びハ

ワイ沖のマグロ漁場調査が実施されている．当水試は各航海調査員を乗船させて漁海況調査，その他の諸

調査を実施している．

イ　近海漁業に比較して生産性の高い安定性のある遠洋マグロ漁場を対象とする海況の調査

P　同じく漁況の把纏及び漁況変動要因の探究。

ハ　マグロ．カリキ頼資源の実態調査

尚昭和54年度は印度洋中西部においてオ1表に示すとおりオ2オ5．牙4航海を実施した。

Ⅰ　使用船及び漁具

1使用漁船

茨城丸　557＄（長さ42．8M．巾75m深さ5．8皿午）

2　使用漁具

④　幹　線　288M（48MX占）

㊥　枝　孤10．5M（釣　①，◎，④．①）21．OM（釣　◎）

㊤　せきやま1DM　♯27銅線に綿糸せき巻

㊤　釣元ワイ‾ヤー　2．5M　♯27鋼線

⑳　釣　5．8寸

0　浮撒1鼠5hI　綿　糸1ロ．11匁

③　ぴん玉　径1尺

Ⅱ　航　海　概　要

1　概　　　要

オ1表　航　海　概　要

出 港 月 日 入 港 月　 日
航 海 日数 操 業 日 数 漁　　　　　　　 場

出　 港　 地 入　 港　 地

．砿 2 航海
昭和 5 4 年
5 月‖ 1 日

昭利 5 4 年
占月 1 J R 9 2 日 5 0 日 ベ ンガル 湾及 び印度 洋 西都

（キハダ 漁場 ）三　 崎　 港 三　 崎　 港

ノ佐5 航海

汽 534 穿 晦荊］5 4 年
1 1 月S R 12 5　日 ‘7 日 マ ダガス カル東 南海 域

（ビンナ ガ漁場 ）三　 崎　 港 横　 浜　 港

」㍍4 航 海

甲軍囁 き晋 讐鴇 525 笥
1 0 5 日 4 9 日

印度 洋 西 部海 域

（ビンナ ガ及 びキハダ漁場 ）三　 崎　 港 三　 崎　 港
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2　水換状況

牙2真　水掛状況

オ　 2　 次　 航　 海 オ　 5　 次　 航　 海 オ　 4　 次　 航　 海

水揚屯数

日 98 7 蘭

水損金疲

1ふ12乳1円

屯 7

鮮　 魚 ■ 謹 17 詔 J q 14．4　 4 1．ゼ1．2
9 革製

船凍晶

計

1　 81 4 1，1 12．52 0

17．241．7 11

84　01 2 16 4亀 5 2ム飴ま5 0 124．18 2 18，292．0 1笑5凪 885 92．77

ス5 ．

216．D9占．8
79．79

．216，咽ま5 ！28．88鼠5 9 ． 124 ．18 224．728 4 約 9犯 147 ！ 門 ．10

5　操業所要時間

牙 5 表　 操 業所要 時間

操業　 耶 】　 延 所 要 時 間 一 日平 均 所 要 時 間 一 鉢 平 均 所 要 時 間

5 2．8 S

1m －4 4．5 8

2m －1 7こ5 S

5 8 8

1m －7 5 s

l 2m －5 1 8

孝

戻
藍

投　　　 甜 14 4 11 －　 0 8 m 5 b －5 5 1m－0．5 1 5

掛　　　 綴 4 6 0 九　一　 0 7 m 1 2 h －2 5 m －5 8．8 8

計 d O 4 h　－　 1 5 m 日比 － 1 8 m －5 鼠9 5

空 投　　　 緬 2 4 1 h　－　 5 0 m 4 h －2 5m

毒

牙
四
藍

揚　　　 繍 占7 9 h　－　 4 5 m 1 1 h －5 1m

　 計

授　 親

9 2 1 h － 5 5 m

1 6 8 h － 5 6 m

1 8 b －1 5 m

4 h －1 9m －5 4 S 5 ふ．9 S

揚　 繍　計 】 4 5 0 h － 4 0 m

1 5 9 9 h － 5 6 m

1 1 h－1 dm －2 5 8 1m －5 4．1 B

1 5 h －5 8 m －1 9 8 211「．1 1．O S－

】
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マダガスカル東部ピソナガ漁場
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印度洋西部ピソナガ漁場

Ⅲ　海況と海洋観測結果

1才2次航海

ペソかレ帝の海況は29Cの水帯がニコノミル西側付近上り北欄張出し28C水帯は1占0－170Ⅳ

附近陀みられ札印度洋中西部の赤道近海の流れは900Eを中心に流れ水温は500～28C台を示

していた。漁場に封ける観測結果を示すと牙1回のとおりである・

－5－・

オ1国　水温垂直分布周

A（OLO4■N．820－59－，E）

月（Oq－14J2N，450－14■E）

C目し01t N．450－40l E）

D（Oq－05J4N，850－15■E）

E（Oq－10J5N，670－05t E）

F（ロLl班m d70－5鼠15E）

G（8」01■N．d80－15JSE）



2　才5次航海

240S～500S　520E～580Eの海域は表面水温200～24Cの水温で覆われ、マダガスカル

東岸にはヤ・低目の19℃の水帯が北上しているためこの海域は20～25Cの混合水域となってし、も

漁場の卵胞異才2図に上るとこの海区の□～200M層は17C－21C台の水温がかなり単調二

分布している。St8C，St D，St Fの各点では1．9C以下の水帯が湧昇し20C以上のカニ

帯が表面25M附近迄突き上げられている。他の各点では2DC～21°の鹿野が100M屏迄分布し

この海域は比較的上下層の水温変化に乏しかった．

A（270－15：5S，

C（270－55■　B，

E（280－50－　8，

G（290－58－　S，

オ2囲　水温垂直分布図

558－D81E）　　　8（270－2加8．55。－5げⅠ‖

548－4ガ5E）　　　D（290－11■　S，550－1加E．）

550－5如E）　　　F（280－58t B，580－1加E）
570－－4ロ■　E）

5　才4次航海

ビンナガ漁場は商売道海流暁にあり表面水温は28C台の高温を示していた．キハ〆漁場は赤道反

流域に於ては表面水温は27C～2鼠5°にあわ200M水沫の水温は15．5こ・～15．9℃を示した。

尚木航海は05DN910－25－Eり180－－5占－sH〇一08■E Kかけて横断観測を実施した

ので牙5図に示すと．
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オ5囲　水温垂直分布図

A（050－N　　，910－251E）　　月（80－52　N．880－24三5E）

C（020－14こ5S，850－5dJ5E）　　D（50－07■4S．820－52■　E）

E（070－や0’S．800－22■E）　　F（12日一一2dt S・750－05－　E）

G（120－28■　S，750－051E）　　H（15D」82’S．720－28’且）

Ⅰ（、179－22■　S，690－01！SE）　　J（180－5＆■7S．＝0－08’E）

赤適をはさんだA～Dでは表面水温は29℃台で極めて高い水温分布を示した。しかし100～15臣M

層では躍層が認められ急激に80－8℃1低くなっている－St H　は150M層が22．9Cこ比較的高く

走っているが．表面水温は25～2dCと低目を示していた。

Ⅳ　漁種別漁獲局数及び漁獲比

1　オ2次航海′

全漁獲尾数の半数以上キハダが釣獲される9％の高率を示した．之に次いでメパチ鼠7％．カジキ煩は

a5％であったム

牙4表　漁獲尾数及び比

＼ ＼ 竺 警 ビ ンナ ガ ■キ ハ ダ メバ チ・ タ ロ カ ワ シ′p カ ワ マ カ ジ キ メ カ ジ キ バ セ ウ

オ 2 次

航 海

尾　　 数 8 5 5，0 2 7 7 0 4 1 5 2 5 2 2 5 7 5 7 1 4 2

比 1．1 古賀5 賃7 2．1 0．4 5．5 0．5 2．0

2　オ5次臓

ピソナガが多獲きれ全点踵に対しその90％を示した。キハ〆．メ十こチ・カジキ煩は夫々7‰0・7％

0．5％に過ぎず未格的左ピソナガ漁期であった。

－5－



牙5表　漁獲尾数及び比

＼＼ 、塾 竺
ビンナ ガ キハ ダ メパテ ク ロカ ワ シ′p カ ワ マカジキ メカ ジキ マクーロ

牙 5 次

航 海

皇尾　 数 8 5 7 5 占8 5 7 5 5 5 2 0 4 7 9 4 1 0

比 9 0．1 ス0 0．7 m 4 0．2 【　 8．5 1 0．1

5　才4次航海

キハダ占2％．ピソナガ24％の順でキ／、ダが最多漁獲物となカカジキ塀は4，45％で極めて低位

を示した。

Ⅴ　釣　　獲　　率

各漁場ともビンナガ叉はキハダが高率を示しメノミチ・カジキ塀は侶薄履示した。漁場をピソナカ㌧キ　「

ハタ別に観察するとビンナガはマダガスカル島東油域．時に150－5DOs線間の70DE以西で操

業され．キノ、ダは赤道を中心として50N．5qS間の帯状の海域で操業されている．これらビンナガ．

キハダ漁場の季節別漁場別の釣箆率を検討してみると次のとおりである。

1　マダガスカル　東部ピソナガ漁場

⑦　A．B．C．D，E．F漁臥全漁場を通じビンナガが最も重要なものであわ金魚塩に対し90％‾

で釣獲峯は757％を示しこれに次いでキハダ0．d5％、パテ0．O d％．カタキ頸0．08％を示した。

ビンナガ．キハダの地域的漁況変化を調べてみるとピソナガは南伯するに従い釣獲率は増大しE海区

ではやや低率71d％を示すが大概ね南高北低の傾向があった。キハダはC海区で最も高率を示しA

F海区では夫々低位で0．58％．0．・51％を示しD海区はキハ〆．ビンナガともに高率であったが．

漁場としての持続性がなかった。

オる表　釣　獲　率

　 漁 場

魚 塩

A 月 C D E F

全 漁 場5 4　 年 月割 説 9月 8 月 下 旬 8 拝 辞 ト 8 片 陶 9
9 月中 旬

1 0 月上旬 句 1D月」頚】 9 月 中 旬 9 月上 旬 旬 抑

才

次

航

海

ビ ン ナ ガ
‘．2 4％ ム7 8 ％ 8 5 8％ 又4 5 ％ 7 1 占％ ヱ5 7 0

8 1 5 1．7 9 9 占8 7 2，1 9 0 2 ．0 4 7 乳5 7 5

キ　 ハ　 ダ
0．5 8％ n 4 9％ 0．9 7％ 0．8 1％ 0．7 2 ％ n 5 1％ 8．6 5 ％

5 1 1 5 2 7 5 1 9 8 2 0 7 2 5 8 8 5

メ　カ　 ジ キ

0．0 8 ％

1 4 1 9 4 2 8 1 6 1 5 9 4

マ カ　 ジ キ
0．0 4 ％

5 9 d 1 4 1 0 1 5 4 7

ノミ　　　 チ
0．0 占％

5 1 1 4 2 5 1 2 1 5 7 5

㊥　G漁場　全般的に漁況は低調であり約1ケ月の操業でキハダ漁場EFへ移動した。この海区のビン

ナガの釣獲率は占．5％でありキハダは0．8％で不漁の散供を示した。尚グロカワは0．45％でやや

良好でありメパチ、マカジキ共に0．05％でこれも不振であった。

ー一・・・‘－



オ7表　釣　獲　率

、ノ

J

オ

四

次

航

海

漁場 ！　　　　　　　 G

魚 撞 5 4 年 1 2月上 軌 中軌 下 旬 5 5年 1月上旬

ピ　 ソ　 ナ　 ガ’

占．5 4 ％

2．0 0 4

キ　 ハ　 ダ
0．占0 ％

1 9 0

メ　 ■バ　 チ
0．0 5 ％

8

ク　 ロ　 カ　 ワ

0．4 5 ％

1 4 1

ニ／ ■ロ　 カ　 ワ
0．0 9 ％

5 0

マ　 カ　 ジ　 キ
0．8 5 ％

8

メ　 カ　 ジ■　キ
n o 1 ％

4

バ　 ーヒ　　 ウ
0．0 4 ％

1 0

そ　 の　 他
0，5 0 ％

1 5 9

2　赤道を中心としたキハダ漁場

④　A，B，C，D漁場　全漁場を通じキノ、ダの釣獲率は795％を示した。次にメバチが1．11％を示

しているがベンガル湾にかいては僅少でその殆んどは印度洋西春少の漁場と見放して上かろう。ベンガ

ル湾忙おいては反対にカブ干餌が多くマカジキに至っては1．18％を示しキハダとほほ同値を示した．

88、54qEの赤道附近海域は西に移動する程メバチの釣獲率が高かった．

オ8表　釣　獲　率

i て

次

航

海

　　 漁 場

魚 瞳

A 8 ，C ，D
全　　 漁　　 場

5 4 年　 5 月 下 旬 4用 1旬，下 毎5 月中旬

キ　 ′、　 ダ
1▲5 5 ％ a 9 1 ％ Z 9 5 ％

1 2 8 4．8 9 9 ．5．0 2 7

メ　　 パ　 テ
8．0 4 ％ 1．2 8 ％ 1，1 1 ％

5 7 0 1 7 0 4

タ　 ロ　 カ　 ワ
n 2 5 ％ 0．2 5 ％ 8 2 4 ％

2 1 1 5 1 1 5 2

シ′　p　 カ　 ワ
0．0 5 ％ m o 4 ％ m O 5 ％

5 2 7 5 2

マ　 カ　 ジ キ
1．1 8 ％ 0．2 9 ％ 0．4 1 ％

9 9 1 5 8 2 5 7

㊥　EF漁場　この海域ではキハダの分布密度が広く濃厚で各般も′1．．4トソ～1dIソの釣獲告示してい

た．キハダの釣獲率はR5％のなめて高率を示したが平年（5．2％～18．9％）に比べると中位であっ

た．メノミチは之に次いで漁獲され（0．°鬼）カジキ現は0．0‘％～0．07％を示した。

－7－



牙9表　釣　養■　車

牙

四

次

航

海

　　 漁 場

魚 踵

E ，F

5 5 年 1 月 中 旬 ．下 旬 ． 2 月 上 旬

キ　 ′、　 ダ
又8 1 ％

4、9 8 5

メ　 ノミ　 チ
m 8 1 ％

5 1 0

ビ ：／ ナ　 ガ■
0　 ％

5

タ　 ロ　 カ　 ワ
0．8 8 ％

5 1

シ′　p　 カ 17
0．0 2 ％

1 2

マ　 カ　 ジ　 キ
8 0 7 ％

5 4

メ　 カ　 ジ　 キ
8 0 5 ％

1 7

バ　 ーヒ　　 ウ
D．ロ9 ％

4 8

そ　 の　 他
0．4 8 ％

2 2 9

Ⅶ　枝　編　の　深　度

オ10表～牙12表は釣鈎の延性用数と夫々の漁獲尾数上‾わ主要魚種に対する釣獲率と．換縄頃に釣番

号灘①と符した場合の個々の釣の深度をケミかレチューブ考以て由定した数値を記載したものであ

る。

1マダガスカル東部ビンナガ漁場

A．B．C．DJE．F漁場

ピソナガは釣④に最多釣筆を示し之に次いで同涙である①丑及ゆ順となっている。キハ〆は①　つ

①て同率を示し次い喝及び（至妙販位となりビンナガに比して妄′、ダの瀞泳肩は不嵐則であると考えら

れた．釣の最深批髄姫汲粥妙僻に測深値は小　さくな・カ細の仕立の長短に準じ沈降の割合を示

していた。釣獲峯ユタ考察してみるとピソナガの瀞泳層は90－1DDMにあってdOMでは一段と分

布密度が覇鱒になっている．キハダの訪泳層は恥洞率を示しているから80－100M■層に分布し

ている模様でビンナガ上れ分布汲度の巾が広いものと察せられた。

ォ1扁釣獲峯及び織の辣庶

釣

香

揚

延 使 用 鈎 数
どこ／ナ ガ キ　 ′、 ダ ク P カ ワ 実 験

回 数
1 2 5 4 5 平 均

尾 敦 釣 獲 尾 数 尾 数

十 1 8．0 0 0 5 9 5 2 ＿2 5 9 n 2 8 0，0 4 庄） 6 7 6 9 d 4．5 6 8 d ム5 卓 占・る

廷） 1 8 ．0 0 口 4 2 8 ま4 5 2 m 1 8 1 7 0．0 9 十 8 8 7 5 9 0 ＿ 9 2 9 2 8 7

④ 1 8．8 0 0 8 7 8 4 ．9 5 7 0．5 1 2 5 0．1 2 ③ 1 0 0 9 4 9 5 1 0 8 1 1 ロ 1 0 1．4

（む 1 a．0 0 0 5 5 4 ま D 5 7 0．5 1 5 ロ．ロ 1 小 8 5 9 5 7 5 8 4．5

十 乙9 4 0 1 2 1 1．5 0 0 G ）

－8－



2　赤道を中心としたキ′・ダ漁場

⑳　A，王，C，D漁場

キ′、ダにかいては最多釣獲力屯の釣にあり次いで伍の釣となっている．そのま度は150M－180

Mにある模練である。メパチKついてみると⑨の釣の釣狸は⑳D釣の2倍奇示しキハダ魚群の潜泳層よ

り浮く訪詠を行っている模様であわ．更にカジキ類は（妙釣に多くの釣猿がみられ川口～150M

層附近托溝泳層をもっている様である○

オ11義　弟獲率及び織の深度

釣 i延 性 ・キ ′＼ダ ：メ バ チ マ カ ジ キ 実 ㌻
l

E　　　 l

番 ！

号 ！

膚 矧
尾 数

■ 摩 ・

峯
尾 数

釣 獲

盛

験

回

■・．

1 2 5 4 5 均

1 ま5 2 8 さま5
る・呵 2 7 n 詳 27 仏学

1
1 15 ；12 8 8 1　 95 8 2 【145 1 10 12 8 98 108

2 5．5 2 0 5 92 鼠9 4 8 0．9 11 m 2 2 178 18 8 14 7 1知 1 19 14 5 17 0 14 0 144 15 5

8
恒 2 0 7 2 8 ま7 8占＿ 1．d 9 0．4 3 1‘7 17 5 14 4 14 5 15 4 1占0 17 5 15 9 15 5

4
恒 2 8 4 40 a 5 5 1 0．5 19 0．1 l 15 1 1 封 149 12 口 1 15 0 15 5 14 2 10 2 1 仁 闇

㊥　E．F漁場　キハダは①少釣K多獲きれているので、その溶泳層80M盾‡附近と考察された。メパ

チはキハダ上りいく分上層を静泳し分布は広く静は散在している模鎌である．クpカワは何れも脚

釣に多獲されている点から考えて溶泳胃はピソナガよりやや上層と察せられた。

オ12表　釣獲率及び線の深度

釣 ’

番

号

佐 用 キ ノ、ダ ノ バ チ l ビ㌧′ナ ガ タ ロカ ワ

1

l

2　 5 4 5
1
平

尾 数 匪 獲 尾 数 尾 数 尾 数 率 口

1 1ム28 0 8 5 0
0．野

4 4
n 歩 5 5 7 22 ％ 1 1

m 渾
1 d 9 7 1 7 0

2 仏 28 0 9 78 m d 占7 0．4 4 4 ‘ 2， 15 8．1 2 7 9 82 8 ロ．5

3 1占，28 0 8 22 n S 5 5 0．2 4 2 1 2d 17 m l 3 95 9る 94．5

4 仏 28 0 1．45 7 8 8 9 0 m ‘ 5 5 1 55 5 2 0．5 4 7 8 8 1 7 見5

5 16，28 0 98 5 0 ．占 79 0．5 2 5 1 1．4 7 8 8．5 5 4 8 7 0
「て ㌻
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Ⅶ　サメ，シャケによる被害率

オ15表　被　　脊　　車

牙　 2　 次　 航　 海　　　　　 】 牙　 5　 次　 航　 海

A ， B ． C ． D 漁 場 A ．月，C J ），E 止1 漁 場

キ　 ハ　 ダ メ　パ チ マ　 カ　 ジ■　キ ピ　 ソ　 ナ　 カ◆ カ　 ジ　 キ 類

漁 獲 尾 数 5．0 2 7 7 0 4 2 5 7 2．占ロロ d 5

被 番 数

サメ＋シャチ＝音「
18 2＋ 12 5＝ 50 5 1 4＋ム＝2 0 5　＋0＝5 4 8 ＋5 4＝ 1 0 2 4 ＋0 ＝4

被 等 率

サメ＋シ ャ声±計

i ふ＋2．4＝ 占．影 2．0＋0．9＝ 2．9％ 1．2 十〇二 1．歩 1．8＋2．1＝ま9 ％ 占．1＋0 ＝ム1％

オ　　　 4　　　 次　　　 航　　　 海

E ，　 F　 漁　 場

キ　 ′、　 ダ メ　　 バ　 チ ピ　ソ　 ナ　 ガ カ　 ノ　 キ 煩

漁 獲 尾．数 5．1 7 5　■ 5 18 2．0 0 7 5 5 7

被　 告　 数 254 ＋17 1＋□＝ 4 0 5 d＋ 1＋0＝7 5 5＋5 2 ＋4＝‘9 9＋5 ＋0＝ 1 4
サメ＋う／ヤ輔 汁 （クp ） （クP ） （クロ） （クロ）

被　 等　 率 4．5＋5．2＋ 8＝Z 5 ％ 1．9＋ 0．5＋0＝2．2　プ名 1．‘＋ 1．d＋0．2＝五胡 2 8十 1 5＋ 0　＝4 1

サメ＋シャ声⇒汁 （クロ） （タロ） （タロ） （ク　 P l

④　A，臥　C，D漁場　調萱尾数はキハダ．メパテ．マカジキ夫々5．□27，704，257尾でそ

の被害数（率）は505（占．0％）．20（2．9％）、5（1．2％）を示した。

㊥　A．B．C，D．E．F漁場　調査尾数はピソナれ　カジキ煩夫々2．800．85尾でその被害数

（率）は102（5．1％）、4（8．1％）を示した．

O E．F漁場　キ′、〆．メバチ．ビンナガ．カジキ類夫々5，175、518．2．007．557尾

でその被音数（率）は405（75％）．7（2．2％）．占9（5．5％）．14（4．1％）を示し

た．各漁場ともKサメの被告奉が多いときはサメの釣獲も多く．シャチの被専率が多いときは漁場の

荒廃を果たし漁場としての持続性がなかった。

Ⅶ　魚　　体　　組　　成

1マダガスカル　東部ビンナガ漁場

④　A，B，C，D．E．F漁場　24Os－250S（A）では90m－115cmvc出現しそのモード

は100－105加こ認められ又95C頂のところにもピークが認められた。250S・－2占OS（8）

及び28Os～270S（C）では出現範囲は95－110仇にありそのモードは25ds～28Os

においては101cm．280－270Sでは185C7花にあってほぼ同型と考察された。

270S～28Js（D）．280S－29Ds（E）の出現率は87～110cmでそのモードは北側

よりやや小さく98－99C吼となっていた。290S～500S（D）では最も小型とたりそ甲モー

ドは94cmであった。

㊥　G漁場　体長90－115伽（体重20－2占晦）のものが多く体長105、m（体重22晦）にモ

ードが認められた。
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2　赤道を中心としたキハダ漁場

⑦　A．B．C．D漁場　ベンガル清におけるキ′、ダ体長組成は124～125劇に印度浄化かいては

125～12d臼艦夫々モードをもつ群であカ左裾が長い分布を示し95C鵬丘にも小さな山が路め

られた．其の他メ′ミチにかいては154－156仇マカジキではベンガル湾では175－18d仰

叉印度洋では157一一158cmにモードが臨められた。

オる図　体長組成

㊥　E▲F漁場140C河より大型のものは極めて小さく10ロー140（刀のものが多いが測定尾数が

少ないのでその傾向は判然とし友かつた。

－12－
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オ7図　体長組成
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要　　　　　約

①　印度洋の漁場を大別するとマダガスカル東部及び赤道を中心とした涛場に大別出来る。

㊥　マダガスカル東部漁場の主要漁獲物はビンナガ．キハダ、カジキ煩であり、ビンナガの釣獲率は最高

チ4％．最低5．5％で全漁場としては7％台である。

0　赤道を中心とした漁場の主要漁獲物はピソナガ．モノ、ダ．カウキ煩でありキハダの釣獲率は9％台を示

している（但しベンカ㌧レ湾は1．55％）

㊧　キハダは150～180Mに辞泳層が経められ赤道以北においてはメパテ．キハダエ少深層を瀕泳し以

南では浅層である事が観察されカウキ煩は100～15DM層附近に分布してhる事が推察されも

⑳　マダガスカル東部のピソナガ魚体は南に移行する程小型の傾向があ鋸ヒ部の体長モードは100－」85

e吼南部のものは94cmであった。

0　キハダの体長モ■ドは赤道以北では125－12　cmにモードがあり南部では明瞭でないがその出現範

園は1DO～14Dcmであった。
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